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月
例
給
マ
イ
ナ
ス
０
．

２３
％
（
８
９
９
円
）

人
事
院
は
９
月
３０
日
、
国
会
と

内
閣
に
対
し
、
官
民
較
差
「
マ
イ

ナ
ス
０
．
２３
％
、
８
９
９
円
」（
昨

年
マ
イ
ナ
ス
０
．
１９
％
、
７
５
７

円
）
に
よ
る
、
国
家
公
務
員
の
月

例
給
引
き
下
げ
、
一
時
金
据
え
置

き
、「
給
与
構
造
改
革
」
に
お
け
る

経
過
措
置
額
（
現
給
保
障
）
の
廃

止
な
ど
を
内
容
と
す
る
勧
告
を
行

い
ま
し
た
。

定
年
延
長
を
理
由
に
賃
金

削
減「

定
年
延
長
」
に
関
す
る
「
意

見
の
申
出
」
に
お
い
て
、
６０
歳
を

超
え
る
賃
金
を
、
そ
れ
ま
で
の

７０
％
水
準
と
す
る
と
し
た
こ
と
を

含
め
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
差
別
と
言

う
だ
け
で
な
く
、
公
務
員
労
働
者

の
人
生
設
計
を
大
き
く
歪
め
る
勧

生協からのお知らせ

１０月２５日（火）のお昼休み

☆ 丹波黒豆の枝豆２００㌘

組合員２７０円、その他３００円

☆ 平核無柿５玉

組合員４００円、その他４５０円

衛生局支部書記局２７階南側

国
家
公
務
員
の
生
活
実
態
を
無
視
し
た
人
事
院
勧
告

３
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
勧
告

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
で
奮
闘
を
続
け
て
い
る
公
務
員
労
働
者
に
対
し
、
「
民
間
準

拠
」
を
唯
一
の
根
拠
と
し
た
３
年
連
続
の
月
例
給
引
き
下
げ
な
ど
、
賃
金
の
大
幅
削
減
を
絶
対
に
認
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
の
日
程

★
秋
の
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ

日
時

１０
月
２０
日
（
木
）
午
前
１０
時
３０
分

場
所

有
楽
町
イ
ト
シ
ア
前
・
日
比
谷
野
音

★
全
国
青
年
集
会

日
時

１０
月
２３
日
（
日
）
午
前
１１
時
、

集
会
１３
時
か
ら

場
所

明
治
公
園

★
支
部
委
員
会

日
時

１０
月
２５
日
（
火
）
１５
時
３０
分

場
所

第
２
庁
舎
１０
階
都
労
連
会
議
室

★
な
く
せ
原
発
１０
・
３０
大
集
会
ｉｎ
福
島

日
時

１０
月
３０
日
（
日
）
１１
時

場
所

福
島
県

四
季
の
里

告
は
、
勤
務
条
件
の
改
善
を
勧
告

す
べ
き
人
事
院
が
労
働
基
本
権
は

く
奪
の
「
代
償
措
置
」
た
る
役
割

を
放
棄
し
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

憲
法
７３
条
に
違
反
の
給
与

臨
時
特
例
法
案

今
年
６
月
に
政
府
が
連
合
系
組

合
と
の
合
意
を
理
由
に
、
勧
告
制

度
を
無
視
し
て
国
家
公
務
員
の
賃

金
を
最
大
１０
％
カ
ッ
ト
す
る
「
給

与
臨
時
特
例
（
賃
下
げ
）
法
案
」

を
上
程
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
人

事
院
が
「
強
い
懸
念
」
を
表
明
し

国
会
で
の
審
議
を
尽
く
す
こ
と
を

要
請
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

す
。政

府
に
対
し
て
は
、
あ
ら
た
め

て
「
給
与
臨
時
特
例
法
案
」
の
撤

回
を
強
く
要
求
す
る
と
と
も
に
、

使
用
者
と
し
て
公
務
員
労
働
者
の

生
活
改
善
と
内
需
拡
大
に
つ
な
が

る
賃
金
改
善
を
強
く
求
め
る
も
の

で
す
。

１３
年
間
で
７２
・
４
万
円
も

の
給
与
削
減

勧
告
は
、
公
務
員
労
働
者
に
重

大
な
生
活
悪
化
を
も
た
ら
す
。
３

年
連
続
と
な
る
マ
イ
ナ
ス
勧
告
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
１
９
９
８
年

か
ら
１３

年
間
の
平
均
年
間
給
与

は
７２
．
４
万
円
も
の
引
き
下
げ
に

な
り
ま
す
。

同
時
に
今
回
の
マ
イ
ナ
ス
勧
告

は
、
１１
春
闘
の
結
果
（
日
本
経
団

連
大
手
、
５
，
８
４
２
円
、
１
・

８５
％
、
中
小
、
４
，
２
５
９
円
、

１
．
６４
％
）
を
無
視
し
、
内
需
拡

大
を
掲
げ
奮
闘
し
て
き
た
民
間
労

働
者
の
た
た
か
い
に
背
を
向
け
、

財
界
が
ね
ら
う
賃
金
引
き
下
げ
の

連
鎖
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
で

す
。

《段階的定年延長のスケジュール》

年 度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 以降

定年年齢 60 歳 61 歳 62 歳 63 歳 64 歳 65 歳

生年月日
1952.4.2～

53.4.１
1953.4.2～55.4.1 1955.4.2～57.4.1 1957.4.2～59.4.1 1959.4.2～61.4.1 1961.4.2～
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震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
踏

ま
え
た
都
政
の
大
き
な
方

向
性
を
示
す

３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災

の
発
生
を
受
け
、
東
京
都
と
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
被
災
地
へ
の
人

的
・
物
的
支
援
や
避
難
者
の
受
入

な
ど
、
被
災
地
の
復
旧
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
震
災
後
の
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
震
災
か
ら
得

た
教
訓
を
踏
ま
え
た
都
政
の
大

き
な
方
向
性
を
示
す
こ
と
と
し
、

５
月
末
に
「
都
政
運
営
の
新
た
な

戦
略
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

被
災
地
・
被
災
者
の
支
援
や
電
力

危
機
へ
の
対
策
、
大
震
災
の
影
響

を
受
け
た
産
業
の
再
生
、
高
度
な

防
災
都
市
の
実
現
に
向
け
た
取

組
な
ど
、
東
京
が
直
ち
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
を
「
東
京
緊
急
対
策

２
０
１
１
」
と
し
て
ま
と
め
、
第

二
回
都
議
会
定
例
会
に
お
い
て

補
正
予
算
を
計
上
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

福
祉
保
健
局
に
お
い
て
は
、
被

災
地
・
被
災
者
へ
の
各
種
支
援
、

都
内
避
難
者
へ
の
各
種
支
援
を

は
じ
め
、
放
射
線
測
定
体
制
強

化
、
放
射
能
調
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
対
応
、
民
間
医
療
機
関
・
社
会

福
祉
施
設
へ
の
電
力
確
保
対
策

な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

都
財
政
は
１
．７
％
の
増

都
財
政
で
す
が
、
都
税
収
入
は

２３
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
前
年

度
か
ら
1.7
パ
ー
セ
ン
ト
の
小
幅

な
増
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
財
政
環
境
に
直

面
し
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
震
災
や
電
力
不

足
の
影
響
に
よ
る
景
気
停
滞
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
財

政
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
っ
て
も
、
福
祉
保
健
局
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
都
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
や
少
子
高
齢
社
会
へ

の
対
応
な
ど
、
福
祉
・
保
健
・
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向

上
に
向
け
て
、
さ
ら
に
取
組
を
充

実
・
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

職
場
か
ら
出
さ
れ
た
組
合
員
の
切
実

な
要
求
実
現
の
た
め
福
祉
保
健
局
に

要
請
行
動

９
月
１３
日
、
衛
生
局
支
部
・
病
院
支
部
は
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

梶
原
総
務
部
長
の
発
言
要
旨
を
支
部
の
責
任
で
ま
と
め
ま
し
た
。

福
祉
・
健
康
都
市

東
京
ビ

ジ
ョ
ン
で
施
策
の
展
開

福
祉
保
健
局
に
お
い
て
は
、
皆

様
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
平
成
１８

年
２
月
に
策
定
し
た
「
福
祉
・
健

康
都
市

東
京
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お

い
て
、
今
後
展
開
し
て
い
く
福

祉
・
保
健
・
医
療
政
策
の
基
本
方

針
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

計
画
的
に
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

本
年
の
１
月
に
は
、
平
成
２３
年

度
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り
組

む
施
策
を
分
野
別
に
ま
と
め
た

「
東
京
の
福
祉
保
健
の
新
展
開

２
０
１
１
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
医
療
、
保
健
分
野
で
は
、

小
児
救
急
・
周
産
期
医
療
体
制
の

充
実
を
図
り
、
ま
た
、
都
民
の
健

康
安
全
面
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
や
、
食
の
監
視
、
検
査

体
制
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い

く
考
え
で
す
。

平
成
２４
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
り
ま
し
て
も
、
見
直
す
べ
き
も

の
を
見
直
し
た
上
で
、
大
都
市

「
東
京
」
に
ふ
さ
わ
し
い
福
祉
・

保
健
・
医
療
政
策
を
積
極
的
に
展

開
す
る
た
め
の
予
算
要
求
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

組
織
・
定
数
は
、
必
要
な
人

員
を
措
置
す
る
が
簡
素
で

機
能
的
な
執
行
体
制
を
構

築
組
織
・
定
数
に
つ
い
て
は
、
喫

緊
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
必
要
な
人
員
を
措
置
す
る

一
方
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
業

務
執
行
方
法
の
一
層
の
改
善
を

図
り
、
さ
ら
に
簡
素
で
機
能
的
な

執
行
体
制
を
構
築
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
監
理
団
体
に
つ
い
て
は
、

公
益
法
人
改
革
な
ど
、
団
体
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
経
営
の
効
率
化
を
図
る

と
と
も
に
、
都
と
団
体
等
が
担
う

べ
き
役
割
を
明
確
化
し
、
よ
り
一

層
都
民
に
貢
献
す
る
団
体
と
す

べ
く
、
指
導
を
徹
底
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
局
事
業
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
十
分
に
ご
説
明

し
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
被
災
地
支
援
に
関

し
て
は
、
保
健
師
チ
ー
ム
、
心
の

ケ
ア
チ
ー
ム
と
い
っ
た
、
医
師
、

保
健
師
、
看
護
師
等
専
門
職
を
中

心
と
し
た
職
員
の
派
遣
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
御
協
力

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

フットサルで優勝した多摩総合医療

センター分会チーム

衛生局支部定期大会

日時 １１月２４日（木）

１３時３０分～

会場 都庁職大会議室


